
校正証明書

識別番号

校正所

測定器の種類

シリアル番号

校正年月日

校正手順

測定の不確かさ

日.月.年

QUART メディカルデバイス有限会社

間月ヶ42らか）日月年正校（”noitarbilaC fo etaD”は書明証。すで効有でしな名署、りあでのもたれさ成作に的動自は書明証正校のこ
有効です。機器に変更が加えられた場合、証明書は無効になります。

QUARTの校正技術者は、目標値（管電圧・管電流・照射時間）を設定し、校正される機器とQUART社の基準測定器で測定します。
試験では、構成される機器と基準測定器のすべての測定値を読み取り、必要な補正係数を含めて記録します。

本証明書には、拡張不確かさ*1（coverage factor k=2 による合成不確かさの積）を示しています。この不確かさは標準的な方法で算出
されており、測定値は95％の信頼水準の範囲内に存在します。長期的な変動の推定は含まれていません。

試験対象の機器は、以下の校正手順に従って校正されており、メーカーの仕様を満たしています。校正間隔は24ヶ月です。
QUARTは、校正に使用した基準測定器が、空気カーマおよび空気カーマ率について、ドイツ国立理工学研究所（PTB)を基準とする校正体系に基づき校正さ
れていることを証明します。

*1 拡張不確かさ
不確かさは、校正時の測定値のばらつきと、その原因（基準測定器の不確かさ、温度条件など）のこと。
すべてのばらつきを測定するのは不可能であるため、包含係数（ここではk=2）を用いて、不確かさに幅を持たせることで
値の信頼性を高めている。
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